講堂で、 罹災民 慰問 会の 開かれる 日の 午後。 一 年の 

丙 組 (当日 はこ こ を、 僕ら —— 卒業生と 在校生との 事 

務所 にした) の 教室 を はいると、 もう 上 原 君と 岩 佐 君 

とが、 部屋の まん 中へ 机 をす えて、 何 かせつせ と 書い 

ていた。 うつむいた 上 原 君の 顔が、 窓から さす 日の 光 

で 赤く 見える。 入口に 近い 机の 上で は、 七 条君ゃ 下 村 

君 やその 他 僕が 名 を 知ら な い 卒業生 諸君が、 寄附 の 

浴衣 やら 手ぬぐい やら 晒 布 やら 浅 草紙 やら を、 罹災民 

に 分配す る 準備に 忙しい。 紺 飛白が 二人で せっせと 晒 

布 をた たんで は 手ぬぐいの 大きさに 截 つてい る。 それ 

を、 茶の 小 倉の 袴が、 せっせと 折目 をつ けて は、 行儀 



る。 手紙 を 書け ない 人々 のために 書いて あげる 設備で 

ある。 原 君と 小 野 君と 僕と が 同じ 机で 書く。 あの 事務 

しょ-つじ 

室の 廊下に 面した、 ガラス 障子 を はずして、 中へ 図書 

室の 細長い 机と、 講堂に ある ベンチと を 持ち こんで、 

それに 三人で 尻 をす えたので ある。 外の 壁へ は、 高 田 

先生に 書いて いただいた、 「ただで、 手紙 を 書いて あげ 

ます」 という 貼 紙 をした ので、 直ちに 多くの 人々 が こ 

の 窓の 外に 群がった。 いよいよ はがきに 錯筆を 走らせ 

るまでに は、 どうにか 文句が できる だろう くらいな、 

おうちゃくな 根性です ましてい たが、 こうな つてみ る 

はばか リ ながら 

と、 いくら 「候 間」 や 「候 段」 や 「乍 陣 御 休 神 下さ 



ので、 何度 聞き直しても、 八幡の 藪で も 歩いて いるよ 

うに、 さっぱり 要領が 得られな いので 弱つ ちまった。 

いまだに、 あの 時の こと を 考える と、 はがきへ どんな 

こと を 書い たんだ か、 いっこう 判然し ない。 これ は 原 

君の 所へ 来た、 おばあさん だが、 原 君が 「宛名 は」 と 

みよ-つじ 

きくと、 平 五郎さん だと かなんと か 言う。 「苗字 はな 

ん というん です」 と 押 返して 尋ねる と、 苗字 は 知らな 

いが 平 五郎さん で、 平 五郎さん ていえば 近所 じゅうど 

こで も 知って るから、 苗字なん かなく つても、 とどく 

のに 違いない と 保証す る。 さすがの 原 君 も、 「ただ 平 

五郎さん じゃあ、 とどきますまい」 つて、 恐縮して い 



. J に 表彰す る 光栄 を 失した の を 悲しむ。 幾多の 諸君が、 

熱心に 執筆の 労 をと つてく ださった の は、 特に 付記し 

て、 前後 六 百 枚の はがきの、 このために 費され たのが、 

けっして 偶然で ない という こと を 表したい と 思う。 

ぎえんきん 

その 翌々 日の 午後、 義捐金の 一部 を さいて あがなつ 

さるまた 

た、 四百 余の 猿股 を 罹災民 諸君に 寄贈す る ことにな つ 

た。 皆で、 猿股の ーダ— スを 入れた 箱 を 一 つず つ 持つ 

て、 部屋 部屋 を 回って 歩く。 ジプシ ー のよう な、 脊の 

低い 区役所の 吏員が、 帳面と 引合 わせて、 一人一人 罹 

災民 諸君 を 呼び出す の を、 僕たちが 一枚 一枚、 猿股 を 



出す ことにした。 景品 は ほうきと 目^とせ つけんで 一 

組、 た わしと 何とか^と 杓子で 一 組、 下駄に 箸が 一 膳 

で 一 組と いう 割合で、 いちばん 割の 悪 いのは、 能 代 塗 

の 臭い 箸が 一膳で 一組で ある。 こいつ だけ は、 僕なら、 

いくら 籤に 当つ て も、 ご免 をこう むろうと 思う。 

砂 岡 君と 国富 君と が、 読み 役で、 籤 を 受取って は、 

いちいち 大きな 声で 読み上げる。 中には 一 家族 五 人 こ 

と ごとく、 下駄に 当った 人が あった。 一家 族 十 人ば か 

リ、 ことごとく 能 代 塗の 臭い 箸に 当ったら、 こっけい 

だろうと 思 つ てた が、 不幸に して、 そういう 人 はな か つ 

たように 記憶す る。 



亜鉛板 やほうき が よせかけて あるの が 見えた。 おおか 

た 明日から、 あとそう じが 始まる のだろう。 

(明治 四十 三年、 東京 府立 第一 一 一 中学校 学友会 雑誌) 
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